飲用水試験検査成績書の見方について（簡易検査）

　　岩手県宮古保健所　TEL:0193-64-2218（内線232、239）
はじめに

　このたび、当所に依頼がありました飲用水の検査の結果は別添成績書のとおりでした。
　判定欄に『×印の項目は水質基準に不適合』とある場合は、その項目の測定結果を水道水の水質基準に照らし合わせると不適合となり、飲用には適さないということです。しかし、そのことがその水を飲んですぐに病気になるということを意味しているわけではありません。

　今回の検査結果は水道法で定められている水質基準51項目の一部について実施したものであり、『適合』となった場合でも、必ずしも水質基準全てを満足したというわけではありません。さらに精密な検査を御希望の方は、民間の検査機関に御相談ください。

　なお、地下水等の水質は天候や周囲の状況により変動しますので、水源周辺の汚染防止に努めるとともに、定期的に水質のチェックをされるようお勧めします。

　また、以下は今回実施した検査項目のうち、基準項目についての簡単な説明ですので参考にしてください。
１　一般細菌数

　一般細菌数とは、検水１mL中に含まれる菌のうち、標準寒天培地で35～37℃、24±２時間培養したときに肉眼で確認できる細菌の集落の総数のことです。汚れている水ほど一般細菌数が多い傾向があり、汚染の程度の指標とされています。
２　大腸菌

　主に人、家畜等の腸内に棲息し、糞便とともに排泄されるので、糞便汚染の指標とされています。
３　硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

　主にアンモニアや有機性の窒素（例えばタンパク質）の酸化・腐敗の過程で生成します。し尿汚染の場合や硫安、硝酸カリ等の肥料の影響を受けている場合などにこの値が高くなります。
　これを多量に含む水で粉ミルクを作って生後６か月未満の乳児に飲ませた場合、ヘモグロビン血症（血液中の酸素が不足して呼吸困難となる病気）を起こす心配があります。
４　塩化物イオン

　塩化物イオンは自然界に広く存在しており、地下水などにもある程度含まれていますが、し尿や家庭排水に塩化物イオンが多く含まれるため、これらの汚染を受けた場合には高値になることがあります。塩化物イオンが高い水は味覚を損なったり、金属を腐食させます。
５　TOC（全有機炭素）

　水中に存在する有機化合物中の炭素の総量です。有機物による汚染の総括的な指標を示すもので、土壌に起因するほか、し尿、下水、工場排水等の混入によっても増加します。原因物質により、色、臭気、味覚にも影響を与えます。
６　ｐH値

　水の酸性、アルカリ性の程度を示すもので、０～14までの数値で表されます。7.0が中性、これ以下が酸性、これ以上がアルカリ性です。酸やアルカリを含む下水、工場排水等の混入により、値は上下します。
７　臭気、味

　水に異常な臭いや味があれば飲用水に適さないことはもちろんですが、地下水汚染の指標ともなるので、水質基準では異常な臭いや味はしないこととされています。

　異常な臭いや味の原因としては、①微生物によるカビ臭、②油類の混入による油臭、③鉄等による金属臭、④化学工場排水等の混入による薬品臭などがあります。
８　色度

　本来、水は無色透明ですが、枯葉など植物が分解されて残ったもの（フミン質：腐植質）の濃度が高くなると、少し黄色に着色します。この黄色い色の程度を表したものが色度です。フミン質の他に鉄分などの金属の多い水も高値を示すことがあります。
９　濁度

　水の濁りの程度を示すもので、浅井戸では、差し水や降雨が原因となって、深井戸では鉄を多量に含む場合などに高値を示すことがあります。
不適合の場合の対応策
1 市町村等の水道事業から給水を受けることが可能である場合は、飲用水には水道水を利用することが適当と考えられます。なお、飲用水として利用を継続する場合には、定期的に水質検査を行うことをお勧めします。

2 『水質基準不適合』とされた項目に応じて改善処置が必要となります。改善処置を行う場合の具体的な方法は、水の汚染状態や水質基準不適合の種別に応じて異なりますので、詳しくは保健所に御相談ください。

○水質基準項目

	項目
	判定基準
	不適合（×判定）の場合の対策の例

	一般細菌
	100以下／mL
	①　市町村が供給する水道に切り替える

②　塩素滅菌機を設置し、消毒して用いる

③　他の水源（井戸）を探す

④　やむをえず飲用する場合は、煮沸する

	大腸菌
	検出されないこと
	

	亜硝酸性窒素
	0.04mg／L以下
	1 市町村が供給する水道に切り替える
②　他の水源（井戸）を探す

	硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素
	10mg／L以下
	

	塩化物イオン
	200mg／L以下
	

	有機物等(全有機炭素（TOC）の量)
	3mg／L以下
	

	水素イオン濃度(pH値)
	5.8以上8.6以下
	①　市町村が供給する水道に切り替える

②　他の水源（井戸）を探す

③　ばっ気（空気の吹き込み）を行う

	味、臭気
	異常でないこと
	①　市町村が供給する水道に切り替える

②　他の水源（井戸）を探す

③　ろ過設備（膜ろ過、緩速ろ過、凝集沈殿＋急速ろ過）

を設置する

	色度
	5度以下
	

	濁度
	2度以下
	


○参考項目

	項目
	摘要

	外観
	無色透明で異物が混入していないことが望ましい。

異物混入の原因と対策：
原因

対策

降雨、砂利採取等により水源の土砂等が巻き上げられ混入する。

取水場所・取水方法の変更など

井戸、貯水槽の管理不良（フタが破損または開いている、ひび割れなど）により異物が混入する。

定期的な点検、周辺の清掃、必要に応じた補修など

配管が古くなり、内部のサビ、汚れが剥離し混入する。

貯水槽の清掃が不十分で汚れが剥離し混入する。

しばらく使用を休止していた後に使用すると出ることがある。ある程度使用すると落ち着くこともあるが、改善されない時は内部の清掃または取替えが必要。

採水時の取り扱い

採水の途中で周囲の土などの埃が入らないように採水する。



	アンモニア態窒素
	検出されないことが望ましい。

	残留塩素
	塩素滅菌をしている場合は、0.1mg/L以上とすること。


